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子どもたちの大好きな絵本に、『ぼくのトイレ』や『しごとば』などで親しまれ
ている鈴木のりたけさんの絵本があります。どちらもシリーズもので、どれも
大人気です！今月はその鈴木さんの絵本『す～べりだい』をご紹介したいと
思います。

子どもたちが大好きな滑り台。よく公園にある「すべりだい」から始まり、次
は「す べりだい」、さらに「すべりだい 」とどん
どん、次から次へと奇想天外な滑り台がでてきます。と文字で書いても、分か
りずらいですよね。そんな方は下の絵をご覧ください（笑）文字通り、発音で
延ばしている箇所が延びている滑り台なのです。
その他にも「すべりぱい」や「すべりさい」など、ダジャレと組み合わせたり

とにかく、全く予想不可能な滑り台のオンパレードの連続です。それがまた子ども心をくすぐるのです。

鈴木さんは身近なモノに的を絞り、それを、限りなく広げてゆくことがとても得意な方です。何気ないもの
も「こんなのあったら楽しいね♪」と思わずにっこりしたり、常識にとらわれず考えて行ける柔軟な思考力と、
それを絵として表現できる才能が素晴らしいと思います！
そして、この絵本は、繰り返し読むとさらに、楽しむことができるしかけがもう一つ！表紙裏の絵をぜひゆ
っくり、ご覧になられて、みてください。『す～べりだい』ワールドが広がっていますよ。


